
（3） 第 65 号　平成 25 年（2013 年）5月 15 日京都市会だより
〔
市
長
提
出
議
案
〕

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
22
会
計
予
算

　

一
般
会
計
の
25
年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
７
千
365
億
５
千
３
百

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
0.2
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
た
合
計
で
は
、

１
兆
６
千
787
億
４
千
３
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、

2.0
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
別
の
予
算
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平成25年度当初予算額（会計別）

会 　 計 　 別 25年度当初予算額 24年度当初予算額
対前年度比較
金額 率（％）

一 般 会 計 7,36５億5,300万円 7,381億1,200万円 △15億5,900万円 △0.2

特 別 会 計 7,120億　　0万円 6,982億9,600万円 137億　400万円 2.0

小 計 1兆4,485億5,300万円 1兆4,364億　800万円 121億4,500万円 0.8

公 営 企 業 会 計 2,301億9,000万円 2,767億2,500万円 △465億3,500万円 △16.8

水 道 事 業 553億6,000万円 654億5,500万円 △100億9,500万円 △15.4

公共下水道事業 869億1,500万円 1,183億1,600万円 △314億　100万円 △26.5

自動車運送事業 219億8,700万円 222億9,100万円 △3億　400万円 △1.4

高 速 鉄 道 事 業 659億2,800万円 706億6,300万円 △47億3,500万円 △6.7

合 計 1兆6,787億4,300万円 1兆7,131億3,300万円 △343億9,000万円 △2.0

25
年
度
予
算
の
審
査

　

２
月
定
例
会
で
は
、
2
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
25
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
22
件
と
そ
の
関
連
議
案
39
件
を
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
、
局
別
の
質
疑

や
市
長
・
副
市
長
に
対
す
る
総
括
質
疑
な
ど
に
よ
る
審
査
を
行
い
、

３
月
22
日
に
全
て
の
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
報
告
の
後
、
同
委
員
会
の
付
託
議
案
に
対
し
11
名
の

議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
の
後
、
付
託
議
案
の
表
決
を

採
り
、
職
員
厚
生
会
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て
は
修
正
可
決
、

そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
25
年
度
一
般
会
計
予
算
に
付
け
た
付
帯
決
議
（
要
旨
）
は
、

２
面
の
と
お
り
で
す
。

　

以
下
、
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら

の
質
疑
・
意
見
や
理
事
者
か
ら
の
答
弁
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
御

紹
介
し
ま
す
。

職
員
厚
生
会
条
例
の

全
部
改
正
に
つ
い
て
修
正
可
決

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
職
員
厚
生
会
条
例
の
全
部
改

正
に
係
る
議
案
は
、
公
明
党
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
修
正
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
修
正
案
で
は
、
職
員
厚
生
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

そ
の
透
明
性
、
妥
当
性
を
検
証
す
る
法
的
根
拠
を
示
し
、
市
民
に

対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
補
助
金
に
関
す
る
規
定
を
置

い
て
い
る
他
の
条
例
と
同
様
に
、
こ
の
条
例
に
お
い
て
も
、
補
助

金
等
の
交
付
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
を
適
用
さ
せ
る
旨
の
規
定

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
原
案
の
補
助
金
交
付
あ
り
き
と
い
う
規

定
を
「
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
表
現
に
改
め
、
よ

り
適
正
化
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

予
算
全
般
に
つ
い
て

Ｑ�　
今
回
の
予
算
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
呼
応
し
、
補
正
予

算
と
一
体
に
切
れ
目
な
く
執
行
し
て
い
く
予
算
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
料
金
改
定
な
ど
市
民
に
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
単
に
財
政
が
厳
し
い
か
ら
負
担
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
安
心
安
全
に
つ
な

が
る
新
た
な
事
業
展
開
に
財
源
を
充
当
し
て
い
く
こ
と
を
丁
寧

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ�　
25
年
度
予
算
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
大
型
補
正
予

算
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
福

祉
関
係
予
算
を
増
額
し
た
。
将
来
、
財
政
が
破
た
ん
し
な
い
た

め
の
必
要
最
小
限
の
市
民
負
担
増
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

Ｑ�　
は

※
　

　

ば
た
け
未
来
へ
！
京み

や
こ

プ
ラ
ン
実
施
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
持
続
可
能
な
財
政
を
確
立
す
る
た
め
の
行
財
政
改
革
に
よ
る

財
源
確
保
が
、
今
回
の
公
共
料
金
の
値
上
げ
と
市
民
負
担
増
に

表
れ
て
い
る
と
思
う
。
数
々
の
値
上
げ
が
重
な
る
中
、
市
民
に

と
っ
て
負
担
の
限
界
を
超
え
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ�　
行
政
需
要
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
財
政
が
持
続
可
能
な
も

の
で
な
け
れ
ば
市
民
生
活
は
守
れ
な
い
と
い
う
決
意
の
下
、
今

回
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
他
都
市
や
類
似
施
設
と
の
均
衡
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
の
観
点
か
ら
、
低
所
得
者
な
ど
に
も

十
分
な
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、
受
益
の
程
度
に
見
合
っ
た
必
要

な
範
囲
の
料
金
改
定
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
市
民
に
御
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

※　

は
ば
た
け
未
来
へ
！
京みやこ
プ
ラ
ン

　
　

�

京
都
市
基
本
計
画
。
平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
の
京
都
市
の
都
市
経
営
の
基
本
と

な
る
計
画
。

上
下
水
道
料
金
、保
育
所
保
育
料

及
び
児
童
館
等
利
用
料
な
ど
の

料
金
改
定
に
つ
い
て

○�　
老
朽
管
更
新
の
た
め
に
思
い
切
っ
た
水
道
料
金
改
定
を
行
う

必
要
性
。

○�　
市
民
に
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
水
道
に
係
る
先
人
た
ち
の

努
力
や
歴
史
、
経
過
を
伝
え
て
い
く
必
要
性
。

○�　
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
幅
広
い
市
民
意
見
を
聴
取
す
る
た

め
の
公
聴
会
開
催
等
の
必
要
性
。

○�　
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
活
用
等
に
よ
る
財
源
確
保
の
検

討
。

○�　
保
育
料
改
定
に
よ
る
増
収
分
を
保
護
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に

充
て
る
考
え
。

○�　
厳
し
い
経
済
状
況
下
に
お
い
て
更
な
る
市
民
負
担
を
求
め
る

料
金
値
上
げ
の
見
直
し
。

○�　
公
共
施
設
利
用
料
金
改
定
に
当
た
り
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
を

明
示
す
る
必
要
性
。

教
育
の
取
組
に
つ
い
て

○�　
本
市
の
独
自
財
源
に
よ
る
少
人
数
学
級
拡
大
措
置
の
検
討
。

○�　
総
合
支
援
学
校
卒
業
生
の
就
労
状
況
と
就
学
支
援
シ
ー
ト
の

今
後
の
活
用
方
針
。

○�　
「
心
の
ノ
ー
ト
」
復
活
へ
の
評
価
及
び
道
徳
の
教
科
化
へ
の

見
解
。

○�　
子
供
の
規
範
意
識
低
下
の
根
本
に
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
力

の
低
下
が
あ
る
と
の
指
摘
。

○�　
退
職
教
員
等
の
活
用
に
よ
る
放
課
後
ま
な
び
教
室
の
更
な
る

充
実
。

交
通
事
業
に
つ
い
て

○�　
一
般
会
計
と
連
結
し
た
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
の
職
員
へ

の
意
識
の
徹
底
。

○�　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
今
後
の
設
置
計
画
及
び
有
効
活
用
。

○�　
敬
老
乗
車
証
利
用
者
の
利
便
性
を
踏
ま
え
た
洛
西
地
域
に
お

け
る
市
バ
ス
路
線
の
充
実
。

○�　
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
績
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
開
。

○�　
地
下
鉄
駅
ト
イ
レ
の
清
掃
の
徹
底
及
び
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け

た
啓
発
。

○�　
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
設
置
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

○�　
市
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
最
終
電
車
の
運
行
時
間
延
長

の
必
要
性
。

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

○�　
老
朽
管
の
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性
と
計
画
的
な
事
業

の
推
進
。

○�　
有
収
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
節
減
で
き
た
修
繕
費
の
老
朽

管
更
新
へ
の
活
用
。

○�　
耐
用
年
数
の
延
長
、
口
径
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
水
需

要
の
変
化
に
見
合
っ
た
効
率
的
な
管
路
更
新
の
実
施
。

○�　
鉛
製
給
水
管
の
宅
地
部
分
の
残
存
状
況
と
解
消
に
向
け
た
取

組
。

○�　
営
業
所
再
編
の
効
果
の
市
民
へ
の
十
分
な
説
明
。

○�　
雨
水
浸
透
ま
す
助
成
事
業
の
政
策
効
果
に
対
す
る
疑
問
。

○�　
経
済
的
弱
者
や
福
祉
団
体
な
ど
に
対
す
る
福
祉
減
免
制
度
の

創
設
。そ

の
他
議
論
さ
れ
た
主
な
事
項

○�　
職
員
厚
生
会
へ
の
事
業
主
負
担
の
再
開
に
つ
い
て
丁
寧
な
説

明
を
行
う
必
要
性
。

○�　
外
部
監
査
の
導
入
な
ど
に
よ
る
職
員
厚
生
会
へ
の
事
業
主
負

担
及
び
運
営
の
透
明
性
の
確
保
。

○�　
保
有
資
産
解
消
へ
の
積
極
的
な
取
組
に
よ
る
土
地
開
発
公
社

の
早
期
解
散
。

○�　
地
域
の
要
望
を
尊
重
し
た
市
有
財
産
の
有
効
活
用
。

○�　
雇
用
改
善
や
地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
の
公
契
約
基
本

条
例
の
早
期
制
定
。

○�　
地
域
経
済
や
民
間
保
育
士
の
処
遇
低
下
へ
の
悪
影
響
を
避
け

る
観
点
か
ら
の
国
に
よ
る
公
務
員
給
与
費
の
削
減
要
請
へ
の
慎

重
な
対
応
。

◆�

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
会
計
補

正
予
算

　

現
下
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
下
、
東
日
本
大
震
災
や
既
存

イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
に
伴
う
有
利
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
民
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
防
災
・
老
朽
化
対
策
を
中
心
と
し
た
公
共
投
資
に
要

す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
、
保
育
所
運
営
に
要
す
る
経
費
な
ど

の
増
額
を
行
う
一
方
、
生
活
保
護
扶
助
費
な
ど
見
込
み
を
下
回
っ

た
事
業
費
の
減
額
を
行
う
ほ
か
、
特
別
の
財
源
対
策
と
し
て
予
定

し
て
い
る
公
債
償
還
基
金
の
取
崩
し
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
基
金
の
弾
力
的
・
効
果
的
な
活
用
の
観
点
か
ら
、

設
置
目
的
の
類
似
し
た
基
金
の
統
合
を
行
う
も
の
で
す
。

　

補
正
額
は
、
総
額
で
188
億
８
千
７
百
万
円
で
す
。

そ
の
他
、
京
都
会
館
条
例
の
一
部
改
正
、
中
央
卸
売
市
場
業

務
条
例
の
一
部
改
正
、
児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正
、
水
道
事
業
条
例
の
一
部
改
正
、
な
ど
の
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
、
６
面
参
照
）

〔
議
員
提
出
議
案
〕

◆�

市
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
度
も
引
き

続
き
議
員
報
酬
を
10
％
削
減
す
る
も
の
で
す
。
議
員
報
酬
の
10
％

削
減
措
置
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
政
務
調
査
費
制
度
が
政
務
活
動
費

制
度
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
整
備
を
す
る
も
の
で

す
。
交
付
対
象
と
交
付
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
内
容
が
分

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
使
途
の
項
目
等
を
再
編
し
て
い
ま
す
。

（2）

　

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
市
長
提
出
議
案
に
付
け
た
付
帯
決
議
の

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
全
文
は
市
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

［
一
般
会
計
］

１�　
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
市
民
個
人
の
義
務
で
あ
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
各
種
自
治
組
織
、
自
主

防
災
会
組
織
、
ま
た
消
防
団
と
連
携
し
、
総
合
防
災
訓
練
や
救
命

講
習
な
ど
個
々
の
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
地
域
全
体
の
防
災

力
の
向
上
を
目
指
し
た
取
組
を
通
じ
て
引
き
続
き
周
知
徹
底
を
図

り
つ
つ
、
全
戸
完
全
設
置
の
完
遂
に
向
け
た
取
組
を
鋭
意
進
め
る

こ
と
。 �

（
全
会
一
致
）

２�　
東
九
条
地
区
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
は
平
成
５
年
に
開
始

し
、
24
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
買
収
が
終
わ
っ

て
お
ら
ず
、
未
整
備
の
用
地
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
25
年
度

　

�

以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
総
事
業
費

は
213
億
円
で
あ
り
、
24
年
度
補
正
予
算
、
25
年
度
予
算
で
43
億
円

を
充
当
し
て
土
地
取
得
特
別
会
計
か
ら
買
い
戻
す
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
未
利
用
の
土
地
も
、
今
後
買
収
す
る
土
地
も
、
国

　

�

費
を
活
用
す
る
関
係
で
い
ず
れ
も
公
園
・
緑
地
用
地
と
し
て
整
備

　

�

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
1
万
５
千

平
方
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る
敷
地
で
あ
る
。
こ
の
用
地
を
有
効
に
い

か
す
た
め
に
、
地
元
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
広
く
市
民
の
意

見
も
受
け
入
れ
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
用
地
と
な
る
よ
う
、
暫
定

利
用
を
含
め
た
検
討
を
早
急
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
○
、
公
＝
×
、
京
＝
○
、
み
・
無
＝
○
）

［
一
般
会
計
、
土
地
取
得
特
別
会
計
］

　

�　
京
都
市
土
地
開
発
公
社
は
長
年
に
わ
た
り
用
地
取
得
等
本
市
公

共
事
業
に
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
見
通

し
が
甘
い
用
地
取
得
も
少
な
く
な
く
、
現
在
、
約
91
億
円
の
損
失

が
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

�　
本
市
は
15
年
間
で
清
算
す
る
方
針
を
議
会
に
示
し
た
が
、
第
三

セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
活
用
で
公
社
を
破
産
さ
せ
10
年
で
処

理
す
る
場
合
に
比
べ
、
責
任
の
所
在
が
明
確
に
さ
れ
な
い
、
議
会

へ
の
説
明
責
任
が
果
た
せ
な
い
、
15
年
で
確
実
に
公
社
を
解
散
で

き
る
の
か
、
多
く
の
疑
念
が
あ
る
。

　

�　
よ
っ
て
、
公
社
の
運
営
経
費
を
最
大
限
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
や
市
民
に
対
し
て
、
毎
年
進
捗

状
況
を
報
告
し
、
公
社
の
解
散
に
向
け
て
確
実
な
実
行
を
強
く
求

め
る
。

　（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
○
、
公
＝
○
、
京
＝
×
、
み
・
無
＝
○
）

［�一
般
会
計
、特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
事
業
、介
護
保

険
事
業
、地
域
水
道
、京
北
地
域
水
道
、特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
、中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
、中
央
卸
売
市

場
第
二
市
場・と
畜
場
、農
業
集
落
排
水
事
業
、市
公
債
、

水
道
事
業
、公
共
下
水
道
事
業
、自
動
車
運
送
事
業
、高

速
鉄
道
事
業
）、職
員
厚
生
会
条
例
の
全
部
改
正
］

　

議
会
も
引
き
続
き
報
酬
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
決
め
る
な
ど

市
民
負
担
を
減
ら
す
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
地
方
公
務
員

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
厚
生
会
の
一
般
財
団
法
人
化
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
職
員
厚
生
会
組
織
の
改
革
案
や
、
事
業
の
廃
止
及
び

見
直
し
等
今
後
の
事
業
計
画
案
、
向
こ
う
50
年
間
の
補
助
金
交
付

額
及
び
財
政
見
通
し
案
等
、
市
民
が
理
解
で
き
る
職
員
厚
生
会
の

抜
本
改
革
案
が
市
民
に
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
補
助
金
交
付
の
再

開
は
到
底
容
認
で
き
な
い
。 　

　

よ
っ
て
、
市
長
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
主
負
担
を
凍
結
し
、

職
員
厚
生
会
か
ら
、
具
体
的
な
抜
本
改
革
案
が
市
会
に
報
告
さ
れ
、

了
承
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
補
助
金
交
付
を
執
行
停
止
す
べ
き
で

あ
る
。

　（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
×
、
公
＝
○
、
京
＝
○
、
み
・
無
＝
○
）

［
一般
会
計
、児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
条
例
の一部
改
正
］

　

今
般
、
京
都
市
は
多
く
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
が
、
特
に

子
育
て
分
野
に
関
し
て
は
、
環
境
の
充
実
の
た
め
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
で
一
部
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一

定
の
理
解
は
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
保
護
者
に
十
分
な
説
明

と
理
解
を
求
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
関
係
者
と
綿
密
な
連
携
を

と
る
こ
と
。 

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
市
民
負
担
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
も
、

児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
利
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
厚
生

会
の
事
業
主
負
担
を
執
行
停
止
す
る
財
源
も
含
め
て
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
１
年
間
先
送
り
す
る
こ
と
。

　（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
×
、
公
＝
○
、
京
＝
×
、
み
・
無
＝
○
）

自
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団

共
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

民
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団

公
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

京
＝
地
域
政
党
京
都
党
京
都
市
会
議
員
団

み
・
無
＝
み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の
会

※
会
期
末
時
点
の
会
派
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要

○＝付帯決議に賛成
×＝付帯決議に反対

付
帯
決
議
（
要
旨
）


